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は天保
てんぽう

の大飢饉
だいききん

の際
さい

、私財
しざい

を投
とう

じて飢
う

えた人々
ひとびと

を救
すく

おう

  ２月
がつ

にあった歴史
れきし

上
じょう

の出来事
できごと

    『大塩
おおしお

平八郎
へいはちろう

の乱
らん

』

1837年
ねん

2月
がつ

19日
にち

、大坂
おおさか

(現
げん

・大阪
おおさか

)で元
もと

・与力
よりき

(現在
げんざい

の警
けい

察
さつ

署長
しょちょう

)の大塩平八郎
おおしおへいはちろう

が反乱
はんらん

を起
お

こしました。年号
ねんごう

は

「1
ひと

 8
は

 3
み

 7
な

、平八郎
へいはちろう

を応援
おうえん

す」で覚
おぼ

えましょう。平八郎
へいはちろう
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２月
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の日がお休みです。

ならないことがあります。勉強
べんきょう

すればするほど不安
ふあん

が募
つの

る場合
ばあい

もあるからです。「これ

どころか私利私欲
しりしよく

に走
はし

ります。苦
くる

しむ人
ひと

を救
すく

おうともし

ないことにブチ切
き

れた平八郎
へいはちろう

は、奉行
ぶぎょう

所
しょ

と商家
しょうか

を爆破
ばくは

す
 ＜友人紹介・兄弟姉妹入会特典＞

お友達に志塾を紹介して、そのお友達が入会してくれた場合、

紹介してくれた生徒・入会してくれた生徒２人に図書カードを

プレゼントします。紹介された方は入会金も無料です。塾生の

御兄弟・御姉妹の方も入会金無料＆図書カードを進呈します。

る計画
けいかく

を立
た

てます。結果的
けっかてき

に失敗
しっぱい

しましたが、弱者
じゃくしゃ

の立
たち

場
ば

に立
た

った行動
こうどう

は、当時
とうじ

の人々
ひとびと

に感動
かんどう

を与
あた

えたそうです。

 明
あ

けましておめでとうございます。今年
ことし

も宜
よろ

しくお願
ねが

い致
いた

します。年
とし

が明
あ

けると、受
じゅ

験
けん

のプレッシャーが急激
きゅうげき

に大
おお

きくなります。そして、半数以上
はんすういじょう

の受験生
じゅけんせい

達
たち

が、普段
ふだん

から

勉強
べんきょう

している・していないに関
かか

わらず焦
あせ

りだします。中
なか

には「早
は

よ受験
じゅけん

終
お

わらんかなぁ」

と自信
じしん

も実力
じつりょく

も余裕
よゆう

たっぷりな生徒
せいと

もいます。が、ほとんどの受験生
じゅけんせい

にとって、受験
じゅけん

は

やっぱり不安
ふあん

なものです。この不安
ふあん

は、まあまあ厄介
やっかい

なもので、勉強
べんきょう

すれば即
そく

解消
かいしょう

とは

赤字の日は土日祝日ですが、開講します。｢中３冬期｣の
日は受験生対象、｢中学生｣の日は全学年対象です。

2/10は私立高校入試日です。
2/16、17は公立高校前期選抜入試です。

受験生の皆さん、志望校合格に向けて頑張りましょう！

とします。一方
いっぽう

、奉行所
ぶぎょうしょ

の役人
やくにん

や豪商達
ごうしょうたち

は、人々
ひとびと

を救
すく

う

だけやって受
う

からなかったらどうしよう…」「やってもやっても苦手
にがて

な範囲
はんい

が終
お

わらな

い…」といった具合
ぐあい

ですね。残念
ざんねん

ながら『絶対
ぜったい

合格
ごうかく

する勉強
べんきょう

法
ほう

』はありません（あれば

皆
みんな

がその勉強法
べんきょうほう

でやってますので)。が、『ほぼ合格
ごうかく

に繋
つな

がる勉強
べんきょう

法
ほう

』はあります。焦
あせ

っ

たり不安
ふあん

を感
かん

じたり緊張
きんちょう

するのは受験生
じゅけんせい

だと当
あ

たり前
まえ

です。大事
だいじ

なのはそれらに押
お

し潰
つぶ

 されないことです。志塾
しじゅく

でほぼ合格
ごうかく

に繋
つな

がる勉強
べんきょう

法
ほう

を実践
じっせん

して気持
きも

ちを整
ととの

えましょう。


